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かず 数 データ

1, 135, 170
平成元年塵、「学 校需屋」で小・中学校を利

用した甌人数です。地 驥の身近な竄吩とし て。
ま た生涯学習 泗勦の楊とし て文 化・スポー
ツ ー悠龠などのために119全校を羈放。現& 、
登銀団体戳な ¶ 。{ XX}をこえてい李す。

第一次補正予算

59億4 千万円を 計上

総
額
約
5
9億
4
千
万
円
に
の
ぼ
る
平
成
2
年
度
第
一
次
一
般
会
計
補
正
予
算
が
、
区
議
会
第
3

回
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
事
業
内
容
は
、
生
き
が
い
奨
励
金
の
新
設
、レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
施
設
の
整
備
の
ほ
か
、
新
基
本
構
想
策
定
の
た
め
の
基
礎
調
査
、
庁
舎
建
設
資
金
積

立
金
な
ど
、
爿い世
紀
を
視
野
に
入
れ
た
編
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

2
1世
紀
を
視
野
に
入
れ
て

新
し
く
作
り
ま
し
た

高
齢
者
の
「
生
き
が
い
奨
励
金
」

区
で
は
、
こ
の
た
び
「
生
き

が
い
奨
励
金
」
の
支
給
制
度
を

新
設
し
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
高
齢
者
の
方

が
生
涯
を
通
じ
て
自
ら
を
高

め
、
健
康
で
充
実
し
た
人
生
を

送
る
た
め
の
、
自
己
啓
発
や
生

涯
学
習
活
動
を
支
援
す
る
も
の

で
す
。

ま
た
、
地
域
活
動
や
福
祉
活

動
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
参

加
の
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
楽
し
く
い
き
い

き
と
過
ご
す
こ
と
を
目
指
す
、

人
生
8
0年
社
会
の
し
く
み
づ
く

り
。
そ
の
一
つ
で
あ
る
「
生
き

が
い
奨
励
金
」
制
度
の
主
な
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

対
象
1
0
月
1
日
に
区
内
に
居

住
す
る
7
0歳
以
上
(
平
成
3
　

年
3
月
3
1日
現
在
)
の
方

支
給
金
額

▽
7
0歳
以
上・
:
5
　

千
円

マ
7
5歳
以
上
・
=
7千

円
支
給
時
期
1
2
月
中
旬
以
降

※
た
だ
し

、
所
得
制
限
が
あ
り

ま
す
。
く
わ
し
く
は

、「
あ
だ
ち

広
報
」1
0
月
2
5日
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
す

。

問
合
せ
先

本
庁
舎
手

住
)
・

生
涯
教
育
推
進
課

瑟
1
1
1
1

㈹

「
生
き
が
い
奨
励
金
」
の
支
給

制
度
は
、
人
生
8
0年
社
会
の
し

く
み
づ
く
り
の
一
つ
で
す

隅
田
川
へ
の
連
絡
通
路

「
牛
田
堀
」
を
整
備

区
で
は
、
緑
と
水
の
豊
か
な

潤
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
、
河
川
お
よ
び
水
路
の
整
備

を
積
極
的
に
推
進
し
て

い
ま

す
。
こ
の
一
環
と
し
て
、「
牛
田

堀
匸

千
住
関
屋
町
」を
整
備
し

ま
す

。

一
帯
は
「
関
屋
の
里
」
と
し

て
、
風
景
の
い
い
こ
と
で
有
名

で
し
た
。
牛
田
堀
は
、
用
水
と

し
て
の
機
能
が
不
用
に
な
っ
た

た
め
埋
め
立
て
ら
れ
、
現
在
は

区
土
木
部
の
材
料
置
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。

整
備
の
対
象
と
な
る
牛
田
堀

は
、
幅
員
1
9
芒
全
長
円
い
。

一
方
は
墨
堤
通
り
に
面
し
て
、

京
成
線
関
屋
駅
と
東
武
線
牛
田

駅
に
続
き
、
も
う
一
方
は
隅
田

川
に
通
じ
ま
す
。
こ
こ
を
人
と

車
の
通
路
と
し
て
整
備
。
植
樹

帯
を
設
け
る
と
と
も
に
、
街
路

灯
も
設
置
し
ま
す
。

ま
た
、
東
京
都
の
計
画
に
よ

る
と
平
成
3
年
の
春
に
も
、
隅

Ⅲ
川
卜
に東
京
湾
I

荒
川
を

結
ぶ
ル
ー
ト
で
水
上
バ
ス
を
運

航
。牛
田
堀
と
接
す
る
場
所
に
、

千
住
の
船
着
場
を
作
る
予
定
に

な
っ
て
い
ま
す
。

牛
田
堀
は
、
こ
の
都
の
水
上

バ
ス
計
画
と
調
和
を
図
り
な
が

ら
、
連
絡
通
路
と
し
て
生
ま
れ

変
わ
り
ま
す
。

「牛田堀」周辺案内図

身
近
な
仕
事
は
都
か
ら
区
へ

都
区
制
度
の
改
革
に

関
す
る
答
申

東
京
2
3区
の
権
限
な
ど
を

中
心
に
、
都
区
制
度
の
あ
り

方
を
検
討
し
て
き
た
第
2
2次

地
方
制
度
調
査
会
は
、9

月
2
0

日
の
総
会
で

『
都
区
制
度

の
改
革
に
関
す
る
答
申

』
を

正
式
決
定
し
、2
1
日
に
海
部

首
相
に
答
申
し
ま
し
た

。

提
言
の
主
な
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

①
ゴ
ミ
の
収
集
・
運
搬
業
務

な
ど
、
区
民
に
身
近
な
事

務
を
で
き
る
だ
け
都
か
ら

区
へ
移
譲
す
る
。

②
区
の
財
政
面
で
の
自
主
性

を
高
め
る
よ
う
、
制
度
の

見
直
し
を
行
う
。

③
特
別
区
の
性
格
に
つ
い
て

は
。住
民
の
最
も
身
近
に

あ
る
、
基
礎
的
な
地
方
公

共
団
体
と
位
置
づ
け
る
。

ふ葹

、
都
と
区
は
、
移
譲

事
務
や
税
財
政
に
っ
い
て
の

検
討
作
業
に
入
っ
て
い
き
ま

す
。
そ
し
て
、
地
方
自
治
法

な
ど
関
連
法
の
改
正
等
、
図

の
よ
う
な
手
順
を
経
て
、
答

申
実
現
と
な
り
ま
す
。

間
合
せ
先

本
庁
舎

♀

住
)
・
企
画
課

瑟
1
1
1
1

㈹
)

地
方
制
度
調
査
会
の
答
申

法
案
づ
く
り
・
閣
議
決
定

国
会
審
議
・
法
案
成
立

都
区
間
の
事
務
的
最
終
調
整

条
例
等
の
審
議
・
制
定

制
度
改
革
の
実
現

絵
タ
イ
ル
づ
く
り
に
大
集
合

ク
レ
ヨ
ン
プ
ロ
ム
ナ
ー
デ

1
2
0
0
の
思
い
出
が

風
景
に
な
り
ま
す

9
月
1
5
日
、
東
溯
江
小
学
校

体
育
館
で

、
タ
イ
ル
に
絵
を
描

く
「
ク
レ
ヨ
ン
プ
ロ
ム
ナ
ー
デ

」

が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
手
作
り
の
絵
タ
イ

ル
を
蒲
原
公
園
(
東
和
4
1
6
-
1
8
)

の
噴
水
の
壁
に
埋
め
込

み
、
思
い
出
の
広
場
を
つ
く
ろ

う
と
、
東
京
青
年
会
議
所
足
立

区
委
員
会
と
剛
足
立
区
ま
ち
づ

く
り
公
社
が
企

画
し
た
も
の
。

昨
年
7
月
、
花

保
小
学
校
で
行

わ
れ
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路

に
絵
タ
イ
ル
を
は
め
込
む
「
ク

レ
ヨ
ン
ア

ベ
ニ
ュ
ー
」に
次
ぐ

、

第
2
弾
の
事
業
で
す
。

参
加
者
は
、1
歳
か
ら
5
5歳

ま
で
の
約
4
0
0人

。
赤
や
青

、
黄

な
ど
7
色
の
陶
器
焼
き
付
け
専

用
の
セ
ラ
ミ
ッ
ク
・
ク
レ
ヨ
ン

を
使
っ
て

。1
0惣
四
方
の
タ
イ

ル
に
う
さ
ぎ
、

パ
ン
ダ
、
ペ
ン

ギ
ン
な
ど
、
思

い
思
い
の
絵
を

描
き
ま
し
た
。

「
前
か
ら
決
め
て
た
ん
だ
」

と
、
乗
用
車
を
描
く
久
保
拓
之

君
(
東
渕
江
小
3

年
)
。
石
川
由

布
子
ち
ゃ
ん
(
北
三
谷
小
4
年
)

の
タ
イ
ル
に
は
花
が
咲
き
、
妹

の
恵
ち
ゃ
ん
(
同
小
1
年
)
は
、

ぬ
い
ぐ
る
み
を
見
な
が
ら
ラ
ッ

コ
を
、
お
母
さ
ん
の
京
子
さ
ん

も
、
ス
ミ
レ
を

】
生
懸
命
描
き

ま
し
た

。

皆
さ
ん
、
自
分
の
一
番
好
き

な
も
の
を
描
い
た
と
の
こ
と
で

し
た

。
「
今
回
の
大
き
な
テ
ー
マ
は

自
然
で
す
。
一
つ
ひ
と
つ
の
絵

は
小
さ
な
も
の
で
す
が
、
全
体

と
し
て
見
る
と
森
を
表
わ
し
て

い
る
の
が
わ
か
り
ま
す
。ま
た
、

残
り
の
沺
枚
の
タ
イ
ル
は
、
地

元
の
4

つ
の
小
学
校
と
2

つ
の

中
学
校
の
卒
業
生
に
描
い
て
も

ら
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

」

と
、
活
気
の
み
な
ぎ
る
会
場
で

話
す
実
行
委
員
長
の
岸
伸
典
さ

ん

。絵
付
け
さ
れ
た
タ
イ
ル
は
、

三
重
県
の
陶
器
メ
ー
カ
ー
で
焼

き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、

平
成
3

年
3

月
に
は
、
蒲
原
公

園
に
設
置
さ
れ
る
噴
水
の
壁
面

約
网

い
に
埋
め
込
ま
れ
ま
す
。

個
性
あ
ふ
れ
る
千
沺
の
思
い

出
が
風
景
に
な
る
日
、
皆
さ
ん

の
夢
が
ま
ち
づ
く
り
の
シ
ン
ボ

ル
と
な
っ
て
、
壁
面
を
飾
る
日

が
楽
し
み
で
す
。

7 色 の ク レ ヨ ン で描 く絵 は、大好 きな 動 物 や 花な どで す

役所等に関する苦情・要望は

行政相談を
総
務
庁
で
は
、
皆
さ
ん
に

行
政
相
談
制
度
を
よ
り
い
っ

そ
う
理
解
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
毎
年
1
0月
に
「
行
政
相

談
週
間
」
を
設
け
、
各
種
の

行
事
を
行
っ
て
い
ま
す

。

区
で
も
、
行
政
相
談
委
員

が
、各
省
庁
、公
社

、
公
団
を

は
じ
め
役
所
の
仕
事
に
関
す

る
苦
情
、
要
望
な
ど
に
つ
い

て

、
次
の
と
お
り
行
政
特
設

相
談
を
行
い
ま
す

。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談

は
無
料
(
秘
密
厳
守
)
で
す
。

日
時
・
場
所

▽
1
0
月
1
7・

1
8日
、
西
新
井
区
民
ギ
ャ

ラ
リ
土

ニ
チ
イ
4

階
)
　

▽
1
0月
1
9日

、本
庁
舎
♀

住
)
・
区
民
相
談
室

い
ず
れ
も
午
後
1
時
～
4
　

時
※
な
气

行
政
相
談
は
次
の

と
お
り
常
設
し
て
い
ま
す
。

日
時

毎
月
第
3

金
曜
日

、

午
後
1
時
～
4
時

場
所
・
間
合
せ
先

本
庁
舎

♀

住
)
・
区
民
相

談
室

酋
8
8
2
1
1
1
1
㈹

※
行
政
相
談
委
員
は
手
紙
、

電
話

、
面
接
で
も
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す

。

行政相談委員名簿
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情 報

本庁舎( 千住) への
お問い合わせは… …

( 882) 1111 ㈹
本庁舎以 外へのお 問い合わせは 、
それぞれ の電話番 号( 緑 色) へ。

福

祉

ご
利
用
く
だ
さ
い

老
人
日
常
生
活
用
具

区
で
は
、
6
5歳
以
上
の
寝
た

き
り
、
ひ
と
り
暮
ら
し
、
高
齢

世
帯
の
力
が
、
自
宅
で
日
常
牛

活

を
よ
り
過
ご
し
や
す
く
す
る

た
め
。
日
常
生
活
用
只
を
支
給

し
て

い
ま
す
。
た
だ
し
、
所
伶

に
応
じ
'
5

用
の
負
担
が
あ
り

ま
す
。

品
目

①
特

殊
寝
台

②
浴
擠

③
湯
沸
器

④
マ
ッ
ト
レ
ス

⑤
エ
ア
ー
パ
レ
ト

⑥
便
座

曾

婬

尿
器

⑥
入
浴
担
架

⑨

体
位
変

換
器

⑩

痴
呆

石

ほ
う
)
性
老
人
徘
徊
(
は

い
か
い
)

感
知
牋
器

⑩

犬

災
警
報
器

⑩

ほ
助
消
火
装

置

⑩

電
磁
調

理
器
(

ナ

ぺ
・
ヤ
カ
ン
付
)

⑩

ガ
ス

安
令
シ
ス
テ
ム

⑩
介
護
用

車
イ
ス

⑩

シ
ヤ
ワ
ー
チ
ェ

ア

⑩
難
燃
性
寝
具

⑩
洗

髪
器

⑩
空
気
清
浄
器

⑩

ペ
レ
ド
用
テ

ー
ブ
ル

※
ひ
と
り
幕
ら
し

、
高
齢
世
帯

の
方
は

、⑩
～
⑩
の
支
給
の
み

。

費
用
負
担
基
準

表
1
の
と
お

申
込
・
問
合
せ
先

慄
轄
の
各

褊
祉
攀
務
所
(

足
立
・
i
朧
3
-
4
1

、
中
那

贏
-
4
8
-

、
東
部
　
6
0
5
7
-
0
5
、

西
部

　
8
9
7
5
0
-
-
、
北
鄭

　
掏
6
8
0
0
)

表1　 老人日常生活用具等給付事業
費用負担基準表

<備 考>
1. ‘ 扶 輿親al

」
とは、|衍諤税法; こ恨・- l・る找 輿親 族

お よぴ 控除 刈 象麗偶 名 をいい ま す。
2. ゛2 人世帯

」j
とは 、 生計中 心・ に找 買簔 族等 が 】人

あ る墹 合を いい 、【 】人曳 偖
」
とl」、t 2 そ巾・6者 に

扶 費親 族郤 がな い場 合 をいい ます 。

3. 1 月か ら6 月 まで4'】閠 の 給付1: こり い てu 、前 々¥
の所 得を 剱凖 とし ま す。

4. 扶 費親 族等 が、湎 持杖 枇;こ規定 する老 人扶 養親 族、
老 人控 除対 象配 偶者 また は特 定袂 費親 簇uj ・F「 老
人 扶雙 粮啖 等J とい 爿 でゐ ろ岬 合は 、甬 得 篆摩
穡|こ当 誤 老人 枝 贇覡 族芻I 人 に つ き1㈱、|・1 円 を
加 算し ま す。

戦
没
者
等
の
妻
・
父
母
等
に
対
す
る

特
別
給
付
金
の
継
続
請
求

公
務
扶
助
料
・
遺
族
年
金
等

を
受

け
て

い
る
戦
没
者
等
の

遯
・
父
・毋
等
で
I

最

中
の
持

別
給
付

命
国

庫
債
参
の
償
還

が
、
今
年
中
に
す
べ
て
終
わ
る

力
は

継
続
の
請
求
が
で

き
ま

す
。来

年
以
降
に
国
庫
債
券
の
償

還
が
終
わ
る
方
は

、
そ
の
喰
還

が
終
わ
っ
て
か
ら
手
続
き
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す

。

□
今
年
中
に
請
求
受
付
が
開
始

さ
れ
る
も
の

マ
峨
没
者
等
の
妻

第
4
回
特
別
給
付
金
『
た
号

』

第
1
0回
特
別
給
付
金
「
へ
号
」

▽
戦
及
者
の
父
母
・
祖
父
母

第
7
回
特
別
給
付
金
『
を
号

』

第
7

回
特
別
給
付
今

わ
号
」

第
9
回
特
別
給
付
金
『
ち
号

』

第
1
4回
特
別
給
付
金
「
は
号
」

請
求
・
問

合
せ
先

友
庁

舎
(
千

僅
)
・
民
生
係

ひ
と
り
親
家
庭
で
困
っ
た
と
き

家
政
婦
さ
ん
を
派
遣

ひ

と
り
親
家
庭
の

お
父
さ

ん
、
お
母
さ
ん
、
ま
た
は
お
子

さ
ん

が
病
気
や
ヶ
が
な
ど
で

、

一
時
的
に
家
事
や
育
児
が
で
き

な
く
な
っ
た
と
き

、
日
常
生
活

の
手
伝
い
を
す
る
家
政
婦

さ
ん

を
旅
遺
し
ま
す
。

対
象

児
・
亰
育
成
手
当
の
受
給

資
格
が
あ
り
、
中
字
生
以
下

の
児
童
を
舞
育
し
て
い
る
家

庭
派
遣
回
数
1

度
の
申
請

に
う

き
5
回
以
内
(

十
間
2
0
回
ま

で
)

派
遣
時
間

午
前
7

時
か
ら
午

後
7

時
ま
で
の
間
で

、8

時

間
ま
た
は
4
時
間
を
1
回
と

す
る

申
込
方
法

疾
病
を
証
明
で
き

る
も
の
(

診
察
券
等
)

と
印

カ
人
を
档
麕

※
緊
急
の
場
絏

代
理
人
ま
た

は
電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
・
問

合
せ
先

本
庁
舎
(
千

住
)
・
児
童
助

成
係

「
長
寿
講
座
」

日
時
・
内
容
・
講
師

表
2

の
と
お
り

場
所

竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
4

階
大
ホ
ー
ル

対
象

区
内

在
住
の
6
0歳

以
上
の
方
で
、
全
講
義

受
講
が
可

能
な
方

定
員

沺
人

申
込

方
法

直
接
窓
凵
ま

た
は
電
話

申
込
・
問
合
せ
先

足
立

区
社
会
M
阯
協
議
会

議
-
5
5
0

表2　 講座内容と日時し
ま
ね
園
祭
に
お
い
で

く
だ
さ
い

鰹
賢
老
人

ホ
ー
ム
し
ま
ね
剛

で
は

、
「
し
ま
ね
園
祭

」を
行
い

ま
す

。
秋
の
一
曰

、
お
子
様
づ

れ
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い

。

日
程
・
内

容

表
3
の
と
お
り

場
所
・
問
合
せ
先

し
ま
ね
園
(

島
枳
2
-
2
4
j
2

　
陷
4
6
0

恚

表3

ひ
と
り
親
家
庭

国
民
宿
舎
か
無
料

で
利
用
で
き
ま
す

年
2
回

毋
子
・
父
子
家
庭
の
方

を
対
象
に

、
ひ
と
り
親
家

庭
休
贄
ホ
ー
ム
事
業
を
行

っ
て

い
ま
す
。
観
子
そ
ろ

っ
て
の
阯
の
宿
氾
旅
行
に

ご
利
川
く
だ
さ
い

。

宿
泊
場
所

熱
海
・
口
光

・
軽
井
沢
な
ど
1
0
カ
所

宿
泊
料

無
料
(
た
だ
し
、

人

湯
税
等

は
自
己
負

担
)
、年
慶
内
2

泊
ま
で

申
込

方
法

各
施
設
に
電

話
予
約
後

、
直
接
担
当

窓

囗
へ

利
用
券
の
交
付
手
続

各

福
祉
事
務
所
ま
た
は
児

童
助
成
係
で
利
用
券
の

交
付
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。
こ
の
と
き
、
ひ
と

り
親
家
庭
が
確
認
で
き

る
も
の
を
持
参

苺
子

年
金
・
児
童
扶
養
手
当

証
魯

、
育
成
チ
当
支
払

通
知
書
な
ど
)

申
込
・
問
合
せ
先

各
福

祉
事
務
所
ま
た
は
杢
ぽ

舎

平

住
)
・
児
童
助
成

係

道
路
と
住
ま
い

新
築
都
営
住
宅
入
居
者
募
集

―
―
地
元
割
当
―
―

区
で
は

、
新
築
都
営
住
宅
地

元
刪
当
分
の
入
居
肴
を
募
集
し

ま
す
。

対
象

申
込
日
硯
在

、
区
内
に

居
住
し
て

い
る
方

※
収
入
制
限

等
が
あ
り
ま
す
の

で
「
申
し
込
み
の
し
お
り
」
を

ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

募
集
す
る
住
宅

一
般
世
帯
向

▽
第
1
研

青
井
四
1
1日
3
9・
4
0

番
:
白

戸

、神
明
二
丁
目
5

番
・・
・
穩
尸

▽
第
2

種

青
井
四
丁
目
4
1
番
…
5

戸

、

神
明
二
丁

目
5
番
:
丘

尸

用
紙
文
付
・
受
付
期
間
1
0

月
2
4

日
～
3
1
日

※
1
0月
1

日
～
6
日
の
束
京
都

公
募
に
応
募
し
た
方
も
申
し
込

み
で

き
ま
す

。

用
紙
交
付
場
所

都
市
計
画
課

管
理
係

、ま
ち

づ
く
り
公
廿

、

各
区
民
事
務
所

問
合
せ
先

本
庁
舎

了

住
)
・

都
市
計
画
課
腎
理
係

マ
ン
シ
ョ
ン
前
広
場
を
美
し
く

自
主
管
理
広
場
・
歩
道
整
備
援
助

区
で
は
、
足
立
区
環
境
整
備

指
導
嬰
綱
に
基
づ
き

、
一
定
規

模
以
上
の
マ
ン
シ
E
ン
等

を
建

設
す
る
際
に

、
自
ま
管
理
の
広

場
・
歩
退
の
整
備
を
義
務
付
け

て
い
ま
す

。

ま
ち
づ
く
り
公
社
は

、
こ
の

広
場
や
歩
道
が

い
た

ん
だ
場

合
匸

定
の
基
凖
を
満
た
し
て

い
る
も
の
に
対
し
て

、
舗
装

、

嘖
栽

、
遊
只

、
排
水
設
備
な
ど

の
改
修
・
補
修
賢
を
助
成
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
整
備
方
法
な
ど
の
相

談
に
も
応
じ
て
い
ま
す

。

問
合
せ
先

軸
足
立
区
ま
ち
づ

く
り
公
汢
・
ま
ら
づ
く
り
嚊

業
課

　
9
7
7
6
1

仕
事
と
経
営

ワ
―
プ
ロ
講
習
会

日

時
1
1

月
5

口
～
1
9
川
、(

土
一
日
・
祝
日
を
除
く
1
0

囗
間
)
マ
午
前
コ
ー
ス
・・・
午

的
1
0時
～
正
午

▽
午
後
コ

ー
ス
…
午
後
1
時
～
3

時

対
象

区
内
在
住
で
就
業
を
希

望
し
、
朷
級
程
度
の
挟
能
が

あ
る
方

定
員

各
コ
ー
ス
1
0人
(
抽
選
)

費
用

無
料
(

軟
材
賢
2
そ
円

程
度
負
担
)

申
込

方
法

往
復

パ
ガ

キ
に

『
ワ
ー
プ

ト
溝
習
会
希
望
』
、

住
所

、
氏
名
(
ふ
り
が
な
)
、

年
齢

、
電
話
番
吁

、
希
望
コ

ー
ス
を
明
記
T

人
1

枚

、

本
人
に
限
ろ
)

申
込
期
限
1
0

月
2
3囗
消
印
有

効
場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

勤

労
柵
阯
サ

ー
ピ
ス
セ
ン
タ
ー
(

〒
1
2
0綾
瀬
I

―
洞
-
7
-
1
0
2

綾
瀬
プ
ル
ミ
エ
内
}

　
8
3
8
3
5
8
6

求
人
・
求
職
は

勤
労
福
祉
サ
―
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ

勤
労
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
で
は
、
内
職
や
パ
ー
ト
の
求

人
・
求
廠
の
紹
介
、
あ
っ
せ
ん

案
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

□
内
職
に
適
し
た
仕
事
は
あ
り

ま
せ
ん
か

串
業
主
の
方
で
、
家
庭
で
で

き
る
簡
単
な
手
仕
事
な
ど
、
内

職
に
適
し
た
仕
事
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

□
内
職
を
希
望
す
る
方

求
人
票
が
自
由
に
見
ら
れ
ま

す
。
条
件
に
あ
っ
た
仕
事
が
あ

れ
ば
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

□
パ
ー
ト
タ
イ
ム
を
希
望
の
方

求
人
公
開
カ
ー
ド
が
自
由
に

見
ら
れ
ま
す
。
希
望
の
条
件
に

あ
っ
た
会
社
、
職
種
等
の
相
談

紹
介
を
行

う
て
い
ま
す
。

現
在
、
事
業
所
か
ら
の
求
人

申
し
込
み

が
多
数
き
て

い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

場
所
・
問
合
せ
先

勦
労
福
祉

サ
ー
ピ
ス
セ
ン
タ
ー
(
綾
瀬

プ
ル
ミ
エ
内
)

8
3
8
3
5
8
6

―
入
寮
者
募
集
―

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
の

ワ
ン
ル
ー
ム
勤
労
青
少
年
寮

場
所

勤
労
青
少
年
寮
(

千
住

桜
木
2
-
1
5
-
1
-

迎

施
設
内
容

居
室
(
個
室
1
1・
7

平
方
じ
)

ほ
か

対
象

▽
都
内
の
中
小
企
業
に

動
務
す
る
1
5
歳
以
上

、2
8
歳

未
満
の
単
身
男
性

▽
平
均

月
収
が
1
5万
円
以
下
の
方

使
用
料

月
額
5
千

沺
円
(

電

気
・
ガ
ス
・
水
道
料
は
別
)

申
込
先

中
央
本
町
璽
7

区

民
生
活
係

お
よ
び
勦
労
青
少

年
案

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

区
民
生
活

係

剴
5
1
7
1

教

育

教
育
セ
ン
タ
ー

就
学
相
談

平

成
3
乍
4
月

に
小
学
校

に

入
学
す
る
、
心
身
に
障
害
が
あ

る
と
思

わ
れ
る
お
子
さ
ん
の
、

就
学
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

教
可
の
場
を
ど
こ
に
求
め
た

ら
よ
い
か
な
ど
を
、
専
門
の
相

談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
ま

ず
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

受
付

日

時

毎
週
月
～
金
曜

日
、
午
前
9

時
～
午
後
5
時

申
込
・
問
合
せ
先

教
育
セ
ン

タ
ー
・
教
育
扣
談
室
就
学
相

談
拱
当

昌
9
5
3
1

あ
だ
ち
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
'
9
0

さ
わ
や
か
な
秋
空
の
ド
、
区

内
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
が
、
一
堂

に
会
し
て
祭

典
を
開

催
し
ま

す
。
迫
力
あ
る
演
奏
に
耳

を
傾

け
て

く
だ
さ
い
。

日
時
1
0

月
2
1・口

百
)
、
午
前
H

時
～

午
後
5
時

場
所

文
化
会
館
(
入
場
無
料
)

内
容

小
掌
校
か
ら
中
学
・
高

校
匸

般
ま
で
2
0
楽
団

特
別
出
演

鹿
沼
フ
ィ
ル

パ
ー

モ

ー
T
管
弦
楽
団

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)
・

文
化
振
興
係

読
書
週
間

記
念
講
演
会

区
内
の
図
書
館
で
は

、
読
書

週
間
を
記
念
し
て
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。ご
来
場
く
だ
さ
い

。

入
場
料

無
料

申
込
方
法

直
接
窓
口
ま
た
は

電
話

場
所
・
日
程
・
内
容
・
問
合
せ

先

表
4
の
と
お
り

表4 講演会日程表

少
年
ス
ポ
ー
ツ

指
導
者
養
成
講
習
会

少
年
期
の
心
身
の
発
育
と
発

遠
お
よ
び
指
導
法
の
基
礎
的
知

識
に
っ
い
て
学
ぴ
ま
す
。

日
時
1
1

月
5

・
6
日
、
午
後
6

時
3
0分
～
8

時
3
0分

場
所

縫
瀬
プ
ル
ミ
エ
第
2

洋

室
対

象
1
8

歳
以
上

の
区
内

在

住
・
在
勤
者
で
、
少
年
ス
ポ

ー
ツ
を
指
4

し
て
い
る
方

、

お
よ
ぴ
指
導
者
を
目
指
す
方

講
師

鈴
木
正

登
氏
(

慈
恵
医

大
講
師
)
、
須
田
柳
治
氏
(
順

天
堂
大
講
師
)

定
員
8
0

人
(
抽
選
)

費
用

無
料

申
込

方
法

往
復

パ
ガ
キ
に
住

所

、氏

名

、年
齢

、
電

話

番

号

、職
契

、講
習
会
名
を
明
記

申
込
期
限
1
0

月
2
9日
必
智

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
(

千
住
)
・
体
宵
娠
興
係

健

康

ヘ
ル
シ
ー
ミ
ド
ル
講
座

最
新
の
健
康
づ
く
り

健
康
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
2

日
制

▽
1

日
目
・
:
1
0

月
2
4口

、
午
後
1

時
3
0分

～
4

時

▽
2
日
目
・・
・
1
0月
3
0

日

、
午
後
1
時
3
0
分
～
4

時
内
容
・
講
師

▽
1
日
目
・・
・
歯

の
健
軣

歯
料
医
)
、
ダ
イ
ェ

レ
ト
情
報
・
ウ
ソ

ー
ホ
ン
ト
(

栄
養
吉

▽
2

日
目
・
=
運

動
嫌
い
な
あ
な
た
の
た
め
の

エ
ア
ヒ
ビ
ク
ス
(
専
門
ト
レ

ー
ナ
ー
。
運
勳
し
や
す
い
服

装
で
受
講
し
て
く
だ
さ
い
)

定
員
・
費
用
2
0

人
・
無
料

申
込
方
法

電
話
予
約

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

東

和
保
健
相
談
所

回
4
-
7
1

女
性
の
た
め
の
健
康
講
座

悩
ま
な
い
で
尿
失
禁

せ
き
や
く
し

や
み
を
し
た

り

、
重
い
物
を
持

う
た
と
き
な

ど
に
、
失
禁
し
て
し
ま

う
た
と

い
う
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か

。

そ
ん
な
あ
な
た
の
悩
み
に
お
こ

た
え
し
ま
す

。
気
軽
に
お
い
で

く
だ
さ
い

。

日
時
1
0

月
2
9旦

月
)
、
午
後
2

時
～
4
時

場
所

足
立
保
鷓
所
(
無
料
)

対
象

区
内
在
住
・
在
動
の
女

性
講
師

西
村
か
お
る
氏

、
コ
ン

チ
ネ
ン
ス
(

尿
失
禁
専
門
)

ア
ド
パ
イ
ザ
ー

定
員
8
0

人
(

先
若
順
)

申
込
方
法

電
話
予
杓

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
保
健

所

羸
4
-
5
-

く
ら
し
に
役
立
つ
検
査

使
用
中
の
揚
げ
油

ま
だ
使
え
る
か
、
捨
て

た
方

が
い
い
か

、
油
の
劣
化
検
査
を

無
料
で
行
い
ま
す
。

日
時

▽
1
0
月
1
9日
・・・
午
後
1

時
～
4

時

マ
1
0
月
2
0曰
・・
・

午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

場
所

エ
ル
・
ソ
フ
ィ
ア
(

淌

賢
者
展
会
場
)

※
油
を
適
当

な
容
器
に
入
れ
て
(
3
0

石

裡
度
)
、直
磐

扁

に

お
持
ち
く
だ
さ
い

。

問
合
せ
先

衛
生
試
験
所

8
8
0
5
3
7
0

精
神
障
害
者

家
族
懇
談
会

栲
禅
障
客
者
の
方
が
い
る
家

族
を
対
象
に

、
精
神
科
医
師
を

交
え
て
懇
談
会
を
行
い
ま
す

。

日
時
1
0

月
2
4日
(
水
)
、
午
後
2

時
～
4

時

場
所

中
央

本
町
保
健
相
談
所

講
師

岩
波
明
氏
(
都
立
松
沢

病
院
梢
神
科
医
師
)

定
員
3
0
人

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本
町

保
健
相
談
所

糊
5
3
5
1

―
講
演
会
―

呼
吸
器
病
教
室

日
時
H

月
7
日
(
水
)
、
午
後
2

時
～
4

時
(
午
後
1
時
3
0

分
か
ら
受
付
)

場
所

エ
ル

ー
ソ
フ
ィ
ア
4
陪

対
象

区
内

在
住
の

肺
気
貍

(
し
ゅ
)
、気
管
支
ぜ
ん
息
な

ど
に
よ
る
低
肺
機
能
の
方

※
認
定
患
者
の
方
に
は
、
別
に

通
知
し
ま
す
。

内
容

息
切
れ
、
呼
吸
困
難
に

打
ち
勝
つ
方
法

講
師

杉
田
博
宜
氏
(

財
団
法

人
桔
核
予
防
会
複
土
f

病
院

医
療
部
長
)

定
員

沺
人
(
先
着
順
)

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
期
限
H

月
2

曰

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
吊

住
ご

公
害
補
濆
係

保
険
と
年
金

ね
ん
き
ん
Q
&
A
　第
5
回

あ
な
た
も
き
っ
と
仲
間
で
す

Q

厚
生
年
金
に
加
入
し
て

い
る
人
は
、
国
民
年
金

に

も
加
入
し
て
い
る
こ
と
に
な
る

と
聞

き
ま
し
た
が
、
な
ぜ
で
し

ょ
う
か
?

A

昭
和
6
1年
4

月
1
日
付

の
法
改
正

に
よ
り
、
す

べ

て
の
年
金
の
共
通
の
土
台
と
し

て
、
新
し
く
基
礎
年
金
が
支
給

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
国
民
年

金
の
加
入
者
の
範
囲
が
、
厚
生

年
金
の
加
入
者
、
共
済
組
合
員

お
よ
び
そ
れ
ら
の
方
に
扶
養
さ

れ
て
い
る
、
2
0歳
以
上
6
0歳
未

満
の
配
偶
者
(
妻
・
夫
)
に
ま

で
拡
大
さ
れ
た
か
ら
で
す
。

こ
の
結
果
、
国
民
年
金
は
公

的
年
金
制
度
の
土
台
と
し
て
、

い
わ
ぱ
2
陪
建
て
年
金
の
1
階

部
分
を
担
う
こ
と
に
な
り
、
厚

生
年
金
や
共
済
年
金
は
原
則
と

し
て
、
報
酬
比
例
の
年
金
を
支

給
す
る
「
基
礎
年
金
の
上
乗
せ
」

(
2
階
部
分
)

と
い
う
位
置
付

け
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
①
厚
生
年
金
の
加

へ

者
、
共
済
組
合
の
組
合
貝

お

よ
び
②
そ
れ
ら
の
方

に
扶
養
さ

れ
て
い
る
配
偶
者
は
、
そ
れ
ぞ

れ
①
兩
2
号
被
保
険
者
、
②
第
3

号
被
保
険
者
と
し
て
、
国
民

年
金
の
仲
間
入
り
を
す
る
こ
と

に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

な
お
、国
民
年
金
保
険
料
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
年
金
制
度
か
ら
国

民
乍
金
制
度

に
拠
出
金
と
し
て

ま
と
め
て
支
払
わ
れ
ま

す
の

で
、
個
別
に
納
め
る
必
嬰
は
あ

り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
誅
推
進
係

銅
・
5
0
6
1

保
険
料
が
納
め
ら
れ
ず

お
困
り
の
方
へ

国
民
年
金
の
保
険
料
を
、
納

め
な
い
ま
ま

に
し
て

お
き
ま
す

と
将
来
、
年
金
が
受
け
ら
れ
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

家
族
の
病
気
、
失

業
、
経
営

不
振
な
ど
の
経
済
的
事
情
で
、

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難

な
方
は
、
保
険
料
の
免
除
の
申

し
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

手
続
き
方
法

国
民
年
金
課
(

中
央
本
町
庁
舎
)

ま
た
は
お

近
く
の
区
民
事
務
所
へ
印
か

ん
、
国
民
年
金
手
帳
を
持
参

※
保
険
料
の
免
除
を
受
け
た
期

間
の
年
金
額
は
、
保
険
料
を
納

め
た
期
間
の
3

分
の
1
の
額
で

計
算
さ
れ
ま

す
が
、
1
0年
以
内

に
納
め
る
(
追
納
)

こ
と
に
よ

り
、
年
啻
噸

を
増
や
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
保
険
料
係

昌
5
1
6
1

ご
利
用
く
だ
さ
い

年
金
出
張
相
談

足
立
社
会
保
険
事
務
所
の
專

門
官
も
参
加
し
た
年
金
出
張
相

談
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。

日

時
・
場
所

▽
1
0月
2
2
日
・
;

伊
興
区
民
事
務
所

▽
1
0
月
2
3

曰
・
:
舎
人
区
民
事
務
所

い
ず
れ
も
、
午
前
9
時
3
0
分

～
午
後
4
時

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
推
進
係

8
8
0
5
0
6
1

社
会
保
険

街

頭

相

談

1
0月
は
「
国
民
年
金
制
度
推

進
月
間
」
で
す
。
国
民
年
金
や

厚
生
年
金
な
ど
社
会
保
険
全
般

に
つ
い
て
、
区
内
2

ヵ
所
で
街

頭
相
談
を
行
い
ま
す
。

当
日
は
、
足
立
廿
会
保
険
事

蔡
所
の
年
金
専
門
官
に
よ
る
個

別
相
談
が
受
け
ら
れ
る
ほ
か
、

血
圧
測
定
も
行
い
ま
す
。

日
時
・
場
所

▽
1
0
月
2
4日
…

北
千
倖
駅

ビ
ル
W
I
Z

前

▽
1
0月
2
5日
…
竹
ノ
塚
駅
東

口
駅
前
広
場

い
ず
れ
も
、

午
前
1
0
時
～
午
後
4
時

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
推
進
係

跏
5
0
6
1

みんな の 健康
足 立 保 健 所 　855- 4151
千 住 保 健 所 　888- 4277
江 北 保 健 相 談 所 　896- 4004
東和 保 健相 談所 　606- 4171
中 央 本 町 保 健 相 談 所 　880- 5351
本庁舎( 千住)・保健 予防係 　882- 1111 ㈹

11月12日から

千住緑町二・三丁目の

住所の表わし方が
変わります

区
で
は
、
町

が
便
利
で

わ
か
り
や

す
く
な
る

よ

う
、
住
居
表
示
の
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
、
区
民

の

皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力

に
よ
り
、
約
9
2
%
の
区

城

を
整
備
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

今

回
は
、
千
住

縁
町

二
・
三
丁
目

に
つ
い
て

。

次
の
よ
う
に
行
い
ま
す
。

□

新
住
居
番
号

を
通
知
し

ま
す

対
象
地
区

の
皆
さ
ん

に
は
、
新
し
く
つ
け
ら

れ

る
住
居
番
号
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
町
名
・
町
区
域

は
、
変
わ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
通
知

書
と
同

時

に
、
住
所
安
更
の
手
絖
き

な
ど
を
魯
い
た
『
住
居
表

示
ご
本
内
』
を
。
各
世
帯

ご
と
に
お
配
り
し
ま
す
。

□
番
地
が
住
居
番
号

に

住
居
表
示
制
度
は
、
建

物
に
番
号
を
付
け
て
住
所

を
表
わ
す
も
の
で
す
。
新

し
い
住
居
豪
示
が
実
施
さ

れ
た
日
か
ら
、従
来
の
『
番

地
』
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

《
表
示
例
》

躬
千

住
緑
町
二
丁
目
○
番

の
号

回
千

住
緑
町
二
丁
只

奮

擒
‥
)

□
各
戸
に
「
戸
番
標
」
を

取
り
付
け
ま
す

新
し
い
住
居
表
示
番
号

が
、
誰
に
で
も
す
ぐ
わ
か

る
よ
う
に
す
る
た
め
、
実

施
地
区
の
繧
物
に
戸
番
標

を
取
り
付
け
ま
す
。

こ
れ
は
、
町
名
と
各
尸

に
付
け
ら
れ
た
住
居
喪
示

番
咢

を
表
わ
す
、小
さ
な
ア

ル
ミ
製
の
諭
芻
悸

孔
で
す
。

□
街
区
の
角
々

に
は
『
街

区
標
示
板
』
を
(
ロ
ー

マ
字
併
記
)

街
区
表
示
板
は

、
道
路

な
ど
で
一
定
の
大
き
さ
に

区
画
さ
れ
た
街
区
(
プ
ロ

ッ
ク
)

の
薺
号
を
示

す
も

の
で

、
町
名
と
街
区
の
番

号

が
衷
示
さ

れ
て

い
ま

す

。
今
回
か
ら

、
ロ
ー
マ

宇
表
示
を
併
記
し
た
も
の

を
取
り
付
け
ま
す

。
場
所

は

、
各
街
区
の
角
に
な
り

ま
す

。

足
立
区
の
腕
章
を
付
け

た
係
員
が
、
皆
さ
ん
の
家

の
塀
な
ど
に
取
り
付
け
に

う
か
が
い
ま
す

。
ご
協
力

を
お
頓
い
し
ま
す

。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁

舎
・
区
民
課
住
居
表
示

担
当

昌
5
0
3
1

ご
協
力
を検

察
審
査
員
候
補

予
定
者
訪
問
調
査

区
選
挙
管
理
委
員
会
で

は
、
職
員
が
1
0月
中
旬
以

降

、
検
察
審
査
会
審
査
員

候
補
予
定
者
の
訪
問
調
査

を
行
い
ま
す
。

検
察
審
査
会
は

、
選

挙

椹
を
有
す
る
一
般
国
民

の

中
か
ら
遜
ば
れ
た
1
1人
の

審
査
員
で
桝
成
さ
れ
、
検

察
官
が
事
件
を
起
訴
し
な

か
っ
た
(
不
起
訴
処
分
)

こ
と
の
よ
し
あ
し

を
審
査

す
る
組
織
で
す
。

今
回

、
選
挙
人
名
簿
か

ら
「
く
じ
」
で
選
ぴ

、
検

察
寓
査
員
候
柿
予
定
考
と

し
て

、
訪
問
調
査
を
行
い

ま
す
の
で

、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す

。

な
お

、
ご
不
在
の
と
き

は
、
潯
絡
禀
を
置
い
て
ぃ

き
ま
す
の
で

、
係
員
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

杢
霞

ご

千

住
ご

選
挙
管
理
委
員

会

掲
示
板

□
高
齢
者
就
職
相
談
会

高
齢
者
の
方
を
対
象

に
就

職
相
談
会
を
行
い
ま
す
。
ぜ

ひ

、
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

日
時
1
0
月
2
3
日
(
火
)
、
午

後
1

時
3
0分
～
4

時

場
所

青
年
セ
ン
タ
―
(
東

武
線
・
大

師
前
駅
下
車
1

分
)

問
合
せ
先

足
立
公
共
噸
業

安
定
所

昌
1
2
8
7

□
巡
回
労
働
相
談

労
働
問
題
全
般
の
梱
談
や

資
料
の
慄
供
を
行
い
ま
す
。

日
時
1
0

月
2
2日
(
月
)
、
午

後
2
時
～
4

時

場
所

西
新
井
区
民
ギ
ャ
ラ

問
合
せ
先

王
子
労
政
事
務

所

　
椢
6
1
1
0

□
都
立
城
北
養
護
学
校
2
0
周

年
記
念
文
化
祭

日
時
1
0

月
2
7
・
2
8囗

、
午

前
9
時
3
0
分
～
午
後
3

時

内
容

劇

、展
示

、喫
茶
室
等

場
所
・
問
合
せ
先

都
立
城

北
養
護
学
校

　
揃
7
2

□
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る

人
事
・
労
務
―
年
金
相
談

相
談
コ

ー
ナ
ー
を
開
般
し

ま
し
た
。
お
気
軽
に
ご
相
破

く
だ
さ
い
。

日
時

毎
月
第
2
水
曜
口
、

午
前
1
0時
～

午
後
4
時

場
所

勤
労
癘
祉
会
館
(
綾

瀬
ノ
ル
ミ
エ
内
・
綾
瀬
駅

西
口
徒
歩
3
分
)

問
合
せ
先

社
会
保
険
労
務

士
会
荒
川
・
足
立
支
部

瑟
3
8
0
0

□
足

立
東
リ
サ
イ
ク
ル
展

日
時
1
0

月
2
8
曰
百
)
、
午

前
1
0
時
～

午
後
2
時
(

雨

天
延
期
、
H
月
4
日
)

場
所

足
立
東
清
掃
事
務
所

千
住
曙
分
室
(

千
住
曙
町
3
7

、
東
武
線
堀
切
駅
下
車

徒
歩
5
分
)

内
容

リ
サ
イ
ク
ル
品
の
展

示
、
古
本
市
、
椣
擬
店
等

問
合
せ
先

足
立
東
清
掃
事

務
所

　
翊
0
7
1
1

訂
正
と
お
わ
び

□
世
論
調
査
の
調
査
期
間

1
0月
5

日
号
「
世
論
調

査
に
ご
協
力
を
」
の
記
事

で
、
調
査
期
間
が
1
1月
5

日
～
2
5日
と
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
正
し
く
は
1
0月
5

日
～
2
5
日
で
す
。

お
わ

び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

□
リ
ブ
・
イ
ン
'
9
0

6
9ぺ
I
ジ
の
五
反
野
渡

辺
堅
形
外
科
の
電
話
番
号

が
、
鏘
3
2
6
0

と
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
餬
-
5
5
1

の
誤
り
で
し
た
。
関

係
者
な
ら
び
に
利
用
す
る

皆
さ
ん

に
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
た
こ
と
を
こ
こ
で
お

わ
び
し
、
訂
正
し
ま
す
。

《
広
報
課
》
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RECYCLEPAPER
―森 林 資 源を 大 切に ―

歩
く
っ
て
す
ば
ら
し
い

第
2
回
中
川
地
区
歩
け
歩
け
大
会

小
雨
模
様
の
9
月
1
5日
に

足
立
区
第
1
2地
区
少
年
団
体

協
譽
芯
主
催
で
、
第
2
回

中
川
地
区
歩
け
歩
け
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
住
民
相
互

の
連
帯
意
識
の
向
上
と
、
体

力
づ
く
り
が
目
的
。
悪
天
候

に
も
か
か
わ
ら

ず
子
供
か
ら
お

と
し
よ
り
ま
で
3
8
0

人
が
参
加
し

ま
し
た
。

更

垢

所
の

大
谷
田
小
学
校

を

ス

タ
ー

ト

し

、
長
門
住
区

セ
ン
タ
ー
、
郷

土
博
物
館

、
葛

西
用
水
親
水
水

路
な
ど
の
ポ
イ

ン
ト
を
回
り
、

ス
タ
ン
プ
を
集
め
な
が
ら
2

時
間
半
で
、
約
7
♂
口
の
道

の
り
を
元
気
に
歩
き
ま
し

た
。参

加
し
た
子
供
た
ち
は
、

自
力
で
完
歩
し
た
証
(
あ
か

し
)
の
完
歩
証
を
受
け
と
り

。

「
疲
れ
た
け
ど
楽
し

か
っ

た
」「
知
ら
な
い
道
を
歩
け
て

お
も
し
ろ
か
っ
た
、
ま
た
参

加
し
た
い
」
と
。
元
気
に
感

想
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

小雨 降 る 中 を元 気 に 歩 き まし た

おとしよりに歌のプレゼント
女声合唱団「葦」

9
月
2
5日
、
花
畑
四
丁
目

の
足
立
老
人
ホ
ー
ム
で
、
区

内
の
お
母
さ
ん
た
ち
の
コ
ー

ラ
ス
グ
ル
ー
プ
「
葦
」
の
慰

問
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

こ
れ
は
「
葦
」
の
皆
さ
ん

が
、「
音
楽
の
持
つ
温
か
さ
と

優
し
さ
を
お
と
し
よ
り
の
皆

さ
ん
に
聞
い
て
も
ら
い
。
心

を
な
ご
ま
せ
て
く
れ
れ
ば
」

と
開
催
し
た
も
の
で
す
。

曲
目
は
、
野
ば
ら
、
ロ
ー

レ
ラ
イ
、花
な
ど
の
1
0曲
で
、

ホ
ー
ル
に
集
ま
っ
た
お
と
し

よ
り
や
介
護
の
人
た
ち
は
、

自
分
の
知
っ
て
い
る
曲
が
流

れ
る
と
、
首
で
リ
ズ
ム
を
と

っ
た
り
、
手
拍
子
を
し
た
り

し
て
、
楽
し
い
一
時
を
、
過

ご
し
ま
し
た
。

美 し い 歌 声 に み ん な う
っ

と り

阿
波
踊
り
で
ま
ち
お
こ
し

古
千
谷
祭
礼

「
エ
ラ
ヤ
ッ
チ
ャ
、
エ
ラ
ヤ

ッ
チ
ャ
、ヨ
イ
ヨ
イ
ヨ
イ
ヨ
イ
」

と
、
ま
ち
中
を
練
り
歩
く
の
は

ご
存
知
阿
波
踊
り
。
こ
の
に
ぎ

や
か
な
踊
り
が
、
9

月
1
5
日
の

憮

古
手
谷
祭
礼
に
お
目
み
え

し
ま
し
た
。

岼

内
へ
の
転
入
も
増
え
、

一
人
ひ
と
り
の
ふ

れ
あ
い
が
よ
り
重

要
に
な
っ
て
い
ま

す

。
だ
か
ら
祭
り

も
趣
向
を
凝
ら
し

て

、
多
く
の
人
が

参
加
す
る
ま
ち
お

こ
し
に
し
よ
う
と

考
え
ま
し
た
」
と

実
行
委
員
長
の
那

須
仙
吉
さ
ん

。

1
0
0人
の
流
し
踊

り
の
後
に
み
こ
し

も
続
い
て

、
古
平

谷
氷
川
神
社
か
ら

町
内
―
ご
を
一
周
。
町
の
あ
ち

こ
ち
で
、
こ
の
祭
り
の
列
を
今

か
今
か
と
待
つ
姿
が
大
勢
見
ら

れ
ま
し
た
。

古千谷の町を練り歩きました

開館10周年
加賀住区センター
ふれあいまつり

加
賀
住
区
セ
ン
タ
ー
は
、
開

館
1
0周
年
。
こ
の
こ
と
を
祝
っ

て
9
月
9
日
、
ふ
れ
あ
い
ま
つ

り
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
域
の
人
々
お
よ
そ
揃
人
が

参
加
。
山
車
や
子
供
み
こ
し
が

元
気
よ
く
繰
り
出
し
、
ま
た
館

内
で
は
歌
や
踊
り
の
演
芸
大

会
、
書
道
や
編
み
物
な
ど
の
作

品
展
示
な
ど
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
も

盛
り
だ
く
さ
ん
で
し
た
。

元気 い っぱ い の 子供 み こ し

300人集まった
敬老会
入谷町会

9
月
1
5
日
、
開
校
し
た
ば
か

り
の
入
谷
南
中
学
校
で
は
「
入

谷
町
会
敬
老
祝
賀
会
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。招
待
さ
れ
た
の
は
、

町
内
の
6
5
歳
以
上
の
お
と
し
よ

り
約
沺
人
。
地
元
の
方
が
舞
踊

な
ど
を
披
露
し
、
お
と
し
よ
り

の
皆
さ
ん
の
に
こ
や
か
な
顔
が

終
始
見
ら
れ
ま
し
た
。

舞台の踊りにみな手拍子

夢は足立で世界大会

千住の凧名人

江
戸
時
代
か
ら
昭
和
の
初
め

に
か
け
区
内
で
は
、
大
凧
あ
げ

大
会
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。

1
0月
1
3・
1
4日
、
こ
の
勇
姿

が
約
6
0年
ぶ
り
に
「
足
立
ま
つ

夕

の
会
場
(
虹
の
広
場
)
に

復
活
。
登
場
し
た
1
5基
の
大
凧

を
製
作
し
た
の
が
、
千
住
二
丁

目
に
お
住
ま
い
の
武
田
守
弘
さ

ん
で
す
。

「
高
さ
3
,
6
び
、
幅
3
び
、
面

積
に
す
る
と
畳
6
畳
分
は
あ
り

ま
す
。
人
が
一
人
で
あ
げ
ら
れ

る
最
大
の
も
の
で
す
」
と
武
田

さ
ん
。
製
作
に
約
1
ヵ

月
、
安

全
や
景
観
も
考
え
、
河
川
敷
に

何
度
も
足
を
運
ん
で
、
糸
の
長

さ
な
ど
も
決
め
た
と
か
。

日
本
凧
の
会
々
員
で
も
あ
る

武
田
さ
ん
は
、
こ
の
世
界
で
ヱ
(

角
凧
の
武
田
"
と
呼
ば
れ
る
凧

作
り
の
名
人
。
今
回
の
凧
製
作

で
も
随
所
に
武
田
さ
ん
の
技
術

と
経
験
、
ア
イ
デ
ア
が
生
か
さ

れ
て
い
ま
す
。

「
普
通
、
凧
は
竹
と
和
紙
で

作
り
ま
す
。
し
か
し
、
1
回
あ

げ
る
と
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
て
し

ま
う
。
今
回
の
も
の
は
、
柄
面

に
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
な
ど
に
使
う

ナ
イ
ロ
ン
系
の
生
地
を
縫
い
合

わ
せ
、
骨
組
み
は
カ
ー
ボ
ン
の

釣
り
ざ
お
を
改
良
し
て
使
い
ま

し
た
」。絵
柄
も
江
戸
凧
の
薫
り

を
残
し
て
、
武
者
絵
、
だ
る
ま

な
ど
伝
統
的
な
も
の
を
武
田
さ

ん
が
ア
レ
ン
ジ
し
た
そ
う
で

す
。「

ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

な
ど
凧
あ
げ
大
会
で
世
界
各
地

を
回
っ
て
い
ま
す
が
、
足
立
区

で
世
界
大
会
を
開
く
の
が
私
の

夢
な
ん
で
す
」
と
凧
に
か
け
る

情
熱
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

部屋いっぱいに広がる六角凧 と 武田さん

秋
を
感
じ
て

柳
原
千
草
園

四
季
折
々
の
草
花
が
楽
し
め

る
柳
原
干
草
園
(

柳
原
一
丁

目
)
。今

、園
内
に
は
、
山
は
ぎ

、

さ
る
す
べ
り

、
す
す
き
な
ど
狄

の
草
花
が
咲
き
、
秋
の
深
ま
り

を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。ま

た
、
山
ご
ぼ
う
、
夏
椿
、

ざ
く
ろ
、
か
き
、
く
り
な
ど
が

実
を
つ
け
、
一
層
私
た
ち
の
目

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
か
わ
い
い
野

菊
な
ど
も
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

ぜ
ひ
、お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

交
通

東
武
線
牛
田
駅
ま
た
は

京
成
関
屋
駅
下
車
徒
歩
6

分

励まし合う仲間たち
― すみれ会―

関
節
な
ど
に
激
痛
の
は
し
る

リ
ウ
マ
チ

。「
す
み
れ
会

」は
。

こ
の
リ
ウ
マ
チ
患
者
の
交
流
会

と
し
て
、
昭
和
6
3年
に
結
成
さ

れ
ま
し
た
。
会
員
は
皆
、
江
北

保
健
相
談
所
の
リ
ウ
マ
チ
教
室

の
卒
業
生
で
す
。

こ
の
日
は
、
女
性
1
8人
が
参

加

。
治
療
の
進
み
具
合
や
薬
の

話
な
ど
近
況
報
告
を
交
え
て
の

情
報
交
換
。
励
ま
し
た
り
、
励

ま
さ
れ
た
り
。

こ
の
日
初
参
加
の
渡
辺
富
子

さ
ん
は
y
ウ
マ
チ
の
人
の
集

ま
り
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
、
元

気
で
明
る
い
方
ば
か
り
で
」
と

驚
い
た
よ
う
す

。

し
か
し
、
発
病
以
来
1
0年
以

上
と
い
う
方
も
多
く
、
や
さ
し

い
表
情
の
中
に
。
病
い
と
戦
っ

て
き
た
激
し
さ
、
厳
し
さ
が
時

折
う
か
び
ま
す
。

「
相
手
を
思

い
や
れ
る
、
暖

か
い
雰
囲
気
に
や
っ
と
な
り
ま

し
た
」
と
、
当
初
か
ら
参
加
し

て
い
る
樋
口
幸
子
さ
ん
。

リ
ウ
マ
チ
に
悩
む
方
、「
す
み

れ
会

」
に
一
度
参
加
し
て
み
て

は

。H
月
5
日
に
は
、
江
北
保

健
相
談
所
で
リ
ウ
マ
チ
に
関
す

る
講
演
会
も
行
わ
れ
ま
す
。
く

わ
し
く
は
、
江
北
保
健
相
談
所
(
6
8
9
6
4
0
0
4
)へ
。

気 分 転 換 に み ん な で 区 内 散 歩

国

際
理

解
教

室

開
く

宮
城
小
学
校

宮
城
小
学
校
で
は
、「
国
際
理

解
教
室
」
と
題
し
、
国
際
社
会

の
理
解
と
地
域
の
外
国
人
と
の

交
流
を
進
め
て
い
ま
す

。

9
月
2
9
日
、
こ
の
I

回
目
と

し
て

「
新
し
い
時
代
の
子
供
の

教
育
と
親
の
役
割
」(講
師
小
森

祥
子
氏
)

と
題
す
る
講
演
会
が

行
わ
れ
ま
し
た

。
宮
城
小
・
江

南
中
の
P
T
A

、
地
元
町
会
の

方
な
ど
7
0人
は
、「
先
入
観
を
持

た
ず
、
外
国
人
に
接
す
る
こ
と

が
大
切

」
な
ど
体
験
を
混
じ
え

た
話
に
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

こ
の
教
室
の
ね
ら
い
を
、「
地

域
に
住
む
沺
人
に
1
人
は
外
国

人
。
こ
の
人
た
ち
と
交
流
す
る

こ
と
で
、
親
は
も
ち
ろ
ん
子
供

た
ち
も
広
い
視
野
が
持
て
る
の

で
は
」
と
黒
崎
校
長
。

H
月
に
は
、
地
元
の
外
国
人

と
い
っ
し
ょ
に
宮
城
小
学
校
の
P
T
A

が
料
理
を
習
う
こ
と
も

計
画
中
。
今
か
ら
そ
の
時
が
楽

し
み
に
待
た
れ
て
い
ま
す
。

Se240, 000


